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書陵部紀要第73号

研
究
ノ
ー
ト

流
転
す
る
『
群
書
治
要
』
―
―
「
仙
洞
御
書
」
の
正
体
を
追
っ
て
―
―臼　

井　

和　

樹

一
、
は
じ
め
に
―
―
「
仙
洞
御
書
」
な
る
も
の
―
―

　

図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
金
沢
文
庫
本『
群
書
治
要
』（
函
架

番
号
五
五
〇
‐
二
）
に
、「
仙
洞
御
書
」

「
仙
洞
御
本
」
か
ら
の
移
点
・
注
記
の
存
す
る
巻
が
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
二
一
の
奥
書
に
は
、

　
　
　
　

�

当
巻
点
事
、
去
文（

一
二
六
五
）

永
二
年
四
月
之
／
比
、
誂
左
京
兆
俊（

藤
原
）国

朝
臣
畢
、
而
同
／
四

年
三
月
廿
五
日
所
下
遣
也
、
且
／
申
出　

仙
洞
御
書
移
点
畢
、
但
／
件
本
有
不

安
事
者
、
引
勘
本
／
書
直
改
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　

越（
金
沢
実
時
）

州
刺
史
平
（
花
押
）　
○
図
書
寮
文
庫

本
、
傍
線
筆
者

と
あ
り
、
巻
二
七
の
奥
書
に
は
、

　

以
隆（

清
原
）重

手
跡
仮
表
紙
書
之
訖
、
所
注
付
也
、

　
　
　
　

�

以
仙
洞
御
本
点
之
、
而
無
奥
書
、
／
但
先
年
点
進
巻
々
、
或
有
之
、
／
或
無
之

歟
、　
○
同
、

同

と
あ
る
。
そ
の
他
、
文
言
と
し
て
「
仙
洞
御
書
」
な
ど
と
は
な
い
が
、「
当
巻
点
事
、
子

細
同
于
第
廿
一
巻
、」
と
あ
る
も
の
に
、
巻
二
二
・
二
四
が
あ
る
。

　

こ
の
「
仙
洞
御
書
」
は
時
期
的
に
後
嵯
峨
院
御
蔵
本
と
見
る
べ
き
だ
が
、
い
っ
た
い
如

何
な
る
本
か
、
伝
来
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

二
、
文
和
の
仙
洞
御
本
『
群
書
治
要
』

　

ま
ず
そ
れ
ら
し
き
書
物
が
目
録
上
著
録
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
れ
ば
、
果
し
て
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
の
『
仙
洞
御
文
書
目
録
』（
群
書
類
従
巻
第

四
九
五
○
引
用
ハ
御
歌
所
本

（
函
架

番
号

Ｂ
三
‐
一
）
ニ
拠
ル
）
に
、「
丁
御
文
車
」
中
、「
無
盖
」
で
「
註
文
選
」
を
主
と

し
『
群
書
治
要
』
も
共
に
収
め
る
（「
群
書
治
要
入
加
之
」）
杉
櫃
と
、『
群
書
治
要
』
だ

け
の
杉
櫃
が
一
合
ず
つ
並
ん
で
見
え
る

（
（
（

。

　

と
こ
ろ
で
本
目
録
は
光
厳
院
の
御
蔵
書
の
目
録
だ
が

（
（
（

、
先
の
「
仙
洞
御
書
」
と
の
深
い

関
係
が
当
然
に
予
想
で
き
る
。
皇
統
相
伝
の
和
漢
の
文
書
・
典
籍
類
が
持
明
院
・
大
覚
寺

両
統
に
分
割
相
続
せ
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
は
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
閏

八
月
三
日
付
の
後
宇
多
院
の
御
譲
状
案
に
「
和
漢
文
書
」
を
納
め
た
「
万
里
小
路
殿　

文

庫
（
（
（

」（
鎌
倉
遺
文
二
三
三
六
九
号
、「
京
都
東
山
御
文
庫
文
書
」）
が
、
い
ま
ひ
と
つ
に
は

正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
十
二
月
付
の
伏
見
院
の
御
処
分
状
案
に
「
和
漢
文
書
已
下

（
（
（

」

（『
伏
見
院
御
文
類
』（
函
架

番
号
伏
‐
七
五
三
）
巻
第
四
、
鎌
倉
遺
文
二
四
七
六
七
号
）
が
見
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え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
う
や
ら
少
く
と
も
分
け
ら
れ
た
片
方
に
は
例

の
仙
洞
御
書
本
『
群
書
治
要
』
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
状
況
証
拠
的
に
持
明
院
統

の
本
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
、
伏
見
宮
の
『
群
書
治
要
』

　

さ
ら
に
下
っ
て
応
永
末
、
貞
成
親
王
御
筆
の
「
即
成
院
預
置
御
文
書
目
録
」（
応
永
二

十
四
年
（
一
四
一
七
））・「
即
成
院
預
置
御
櫃
目
録
」（
応
永
三
十
一
年
）・「
法
安
寺
預
置

文
書
目
録
」（
応
永
三
十
二
年
）・「
大
光
明
寺
被
預
御
文
書
目
録
」（
応
永
三
十
三
年
）
の

四
種
の
目
録

（
（
（

に
、
い
ず
れ
も
『
群
書
治
要
』
一
合
が
見
え
る
。
北
朝
宮
廷
の
文
書
・
典
籍

類
が
大
方
崇
光
院
流
に
伝
来
し
、
そ
の
ま
ま
伏
見
宮
が
継
承
し
て
い
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
（
（
（

、
先
に
見
た
文
和
の
仙
洞
の
『
群
書
治
要
』
そ
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
内
容
・

分
量
等
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
知
り
得
ぬ
が
、
と
も
か
く
も
、
こ
こ
で
は
例
の
『
群
書
治
要
』

が
伏
見
宮
に
伝
来
し
た
こ
と
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

次
に
伏
見
宮
の
『
群
書
治
要
』
が
史
料
上
確
認
で
き
る
の
は
、延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）

の
こ
と
で
あ
る
。
三
条
西
家
に
伝
来
し
て
い
た
『
群
書
治
要
』
巻
三
〇
の
残
簡
に
、

　
　
　

此
一
巻
権
跡

正
本
、吏（

邦
高
親
王
）

部
大
王
賜
之
、
可
秘
〻
〻
、

　
　
　
　
　

延
徳
二
年
十
一
月
十
六
日
亜（

三
条
西
実
隆
）

槐
拾
遺
郎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
枚　
○
便
宜
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本

『
三
条
西
家
重
書
古
文
書
』
第
六
冊
ニ
拠
レ
リ
（
7
）

と
の
書
付
（
奥
書
紙
）
が
あ
る
。『
実
隆
公
記
』
の
こ
の
日
の
条
に
、

　
　
　

参
竹

（
邦
高
親
王
）

園
、
権
跡
正
本
一
巻
被
下
之
、
秘
蔵
〳
〵
、
…　
○
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
自
筆
原
本
第
三
四
巻
（
8
）

と
見
え
る
の
が
該
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
夙
に
太
田
晶
二
郎
・
飯
島
春
敬
・
是
澤
恭
三
が
紹

介
し
て
い
る

（
（
（

（
な
お
、
太
田
の
紹
介
当
時
は
三
条
西
家
を
離
れ
、
古
屋
幸
太
郎
が
蔵
し
て

い
た
が
、
戦
後
二
分
さ
れ
、
実
隆
識
語
を
含
む
部
分
は
天
理
図
書
館
へ
、
残
り
は
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
文
化
財
団
へ
移
っ
た
（
後
者
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）、
同
財
団
よ
り
慶
應
義

塾
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
）。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
権
跡
正
本
」
に
関
し
、
こ
れ
よ
り
先
、
同
じ
く
『
実
隆
公
記
』
の
、

延
徳
二
年
閏
八
月
十
五
日
条
に
、
実
隆
の
借
用
し
て
い
た
ら
し
い
「
竹
園
古
筆
樻〔

櫃
〕」

を
返

し
た
記
事
が
あ
り
、
櫃
中
の
内
訳
が
書
か
れ
て
い
る
。
掲
出
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　

一
裹　

延
（
醍
醐
天
皇
）

喜
、　

堀
川
仮
名
、
後
白
河
仮
名
、
宸
筆
、

　
　
　
　

一
裹　

天
（
村
上
天
皇
）暦

二
巻
、　　
　
　

伏
見
院
令
写
給
、　

三
条
院
、
後
三
条
院
一
巻
、

　
　
　
　

一
裹　

野
跡
十
巻
此
内
写

本
四
巻
、 

古
文
字
一
巻
、
同
影
一
幅
、

　
　
　
　

一
裹　

権
跡
十
巻
此
内
雑
抄
二
帖
、

　
　
　
　

一
裹　

権
跡
写
本
十
四
巻
、

　
　
　
　

一
裹　

佐
跡
四
巻
此
内
写
本
一
巻
、

　
　
　
　

貫
之
集
三
巻
自
筆
、

　
　
　
　

一
裹裹　

十
七
巻
、
雑
々
、

　
　
　
　
　

一
巻　

朱
雀
中
納
言
伊（

藤
原
）房

卿
、	

一
巻　

成（
藤
原
）頼

卿
、　　

一
巻　

範（
藤
原
）兼

卿
、

　
　
　
　
　

一
巻　

美（
小
野
）材

写
本
、　　
　
　

	

一
巻　

親（
藤
原
）雅

、　　
　

二
巻　

資（
藤
原
）隆

仮
名
、

真
名
、

　
　
　
　
　

二
巻　

季（
藤
原
）時

仮
名
、

真
名
、　
　
　
　

	

一
巻　

伊（
藤
原
）行

、　　
　

一
巻　

奉（
小
野
）時

、

　
　
　
　
　

一
巻　

弾
正
尹
不
知
名
字
、　　

	

一
巻　

後（
藤
原
良
経
）

京
極
摂
政
、

　
　
　
　
　

一
巻　

宸
筆
不
知
其
代
、　　
　

	

三
巻　

不
知
筆
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、　　
　
　
　
　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
同
第
三
三
巻
、

傍
線
筆
者

の
如
く
で
あ
る
。
後
日
実
隆
に
下
さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
の
一
巻
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
見
る
と
、
伏
見
宮
の
権
跡
に
は
「
正
本
」「
写
本
」
の
二
種

類
が
あ
る
ら
し
く
、
正
本
の
内
二
帖
は
「
雑
抄
」
で
、
こ
の
他
も
全
て
が
『
群
書
治
要
』
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と
は
限
ら
ぬ

（
（1
（

。
そ
う
な
る
と
『
群
書
治
要
』
は
僅
か
で
あ
る
。

四
、
残
り
の
巻
の
行
方

　

で
は
、
残
り
の
巻
は
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
先
に
見
た
「
権
跡
正
本
」
―
―
三
条
西
本
―
―
か
ら
探
る
と
、
こ
の
『
群
書
治

要
』
残
簡
は
夙
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
所
謂
九
条
本
『
群
書
治
要
』（
列
品

番
号
Ｂ
‐
二
五

三
一
、
一
三
巻
）
と
僚
巻
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
九
条

本
・
三
条
西
本
が
、
北
朝
宮
廷
、
そ
し
て
伏
見
宮
に
伝
世
し
て
い
た
〝
文
和
の
〟
仙
洞
の

御
本
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
九
条
本
に
は
、
是
澤
の
紹
介
す
る
よ
う
に
、
巻
三
七
の
紙
背
に
九
条
尚

経
に
よ
っ
て
「
廉
義
公
」（
藤
原
頼
忠
）
が
筆
者
だ
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

尚
経
は
邦
高
親
王
や
実
隆
と
同
時
期
の
人
で
あ
り
、
仮
に
こ
の
時
期
に
伏
見
宮
よ
り
九
条

家
に
出
た
と
す
れ
ば
当
然
「
権
跡
」
と
し
て
記
録
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
頼
忠

を
筆
者
に
擬
す
こ
と
も
あ
る
ま
い

（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
室
町
中
期
以
前
に
は
す
で
に
現
存
一

三
巻
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
が
九
条
家
に
渡
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る

（
（1
（

。

　

同
じ
く
是
澤
に
よ
る
と
九
条
本
も
そ
の
後
数
枚
単
位
で
流
出
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
九
条

兼
孝
の
代
に
巻
三
七
よ
り
七
紙
餘
が
大
村
由
己
に
譲
ら
れ
、
下
っ
て
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
に
は
一
〇
紙
を
選
び
後
水
尾
院
に
献
じ
て
い
る
。

　

こ
の
禁
裏
へ
の
献
上
は
、
諸
家
の
古
筆
を
叡
覧
に
供
さ
せ
、
そ
の
う
ち
天
皇
の
所
望
せ

ら
れ
た
も
の
を
改
め
て
献
ぜ
し
め
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば『
忠
利
宿
祢
日
記
』

寛
永
二
年
五
月
十
九
日
条
に
は
壬
生
忠
利
自
身
の
献
上
に
つ
い
て
、

　
　
　
　

�

古
筆
百
廿
一
枚
◦
、
付幷

状
共進

四
辻
中（

季
継
）

納
言
、
是
内
々
／
可
■

（
×
借
ヵ
）備　

叡
（
後
水
尾
院
）

覧
之
由
、
依

有
其
■

（
×
告
）示

也
、　
○
壬
生
季

連
抄
出
本

と
見
え
、
次
い
で
六
月
二
日
条
に
、

　
　
　
　

依
召
参　

禁
中
、
四
辻
中
納
言
被

　
　
　
　

�

仰
出
云
、
内
々
令
叡
覧
古
筆
百
廿
五
枚
之
内
、
懐
紙
／
五
枚
、
文
廿
五
通
、
可

献
之
由
有　

仰
、
予
先
可
写
留
之
／
故
申
其
旨
帰
宅
古
筆
等
随
身
之
、　
○
同

　

と
、
枚
数
に
齟
齬
は
あ
る
も
の
の
続
報
が
あ
り
、
続
く
三
日
条
で
は
、

　
　
　
　

昨
日
之
状
廿
五
枚A 通
紙
数
卅

枚
也
、
書
写
了
、
今
日
／
付
進
四
辻
中
納
言
、　
○
同

　

と
記
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

一
方
、『
群
書
治
要
』
の
献
上
に
関
し
て
、
九
条
家
本
附

ツ
ケ
タ
リの

「
寛
永
二
年
禁
裏
進
上

十
枚
之
留
」
の
、
巻
三
五
尾
題
の
奥
に
記
さ
れ
た
識
語

（
（1
（

に
は
、

　
　
　
　

右
、
寛
永
弐
次
歳
乙
丑
六
月
廿
一
日
、
以
堀

（
堀
河
康
胤
）

川

　
　
　
　

禁
（
後
水
尾
院
）

中
ヘ
上
申
候
留
也
、
今
日
法
性
寺
忠（

藤
原
）通

公
消
／
息
二
通
、
是
又
上
申
候
也
、

　
　
　
　

�

別
写
留
之
了
、
／
光（

九
条
道
家
）

明
峯
寺
殿
願
文
進
上
之
、
墨
付
五
枚
、
但
／
九
十
行
有
之
、

真
字
文
也
、
鳥
子
本
、
但
又
／
同
鳥
子
本
同
願
文
草
字
家
門
有
之
、
／
又
厚
紙

真
字
同
願
文
壱
巻
、
是
又
家
／
門
累
代
餘
慶
也
、
三
部
有
之
条
、
右

　
　
　
　

�

禁
中
江
進
上
申
候
也
、
先
日
直
申
上
、
又
／
四
辻
中
納
言　

■
（
ア
キ
マ
マ
）

　

来
儀
次
、

此
一
巻
進
上
／
可
申
旨
先
日
申
上
候
ヘ
共
、
有
無
之
仰
無
之
／
候
、
如
何
、
猶

被
申
上
可
給
由
令
言
談
候
処
、
／
被
申
上
候
ヘ
ハ
、
御
祝
着
思
食
候
旨
、
以
堀

川
、
／
四
辻
言
伝
也
、
仍
今
日
令
進
上
畢
、　
○
『
国
宝
』
所
載

ノ
図
版
ニ
拠
レ
リ

と
あ
っ
て

（
（1
（

、
時
期
も
忠
利
の
例
に
近
接
し
、
こ
こ
で
も
四
辻
季
継
が
間
に
立
っ
て
い
る
か

ら
、
九
条
家
の
場
合
も
同
様
だ
っ
た
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
九
条
家
側
で
写
を
作
っ
て
い

る
こ
と
（
ま
さ
し
く
そ
れ
が
「
寛
永
二
年
禁
裏
進
上
十
枚
之
留
」）
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、

尚
経
段
階
で
す
で
に
錯
簡
が
あ
り
、
そ
れ
を
正
そ
う
と
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
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流転する『群書治要』

る
の
で
、
こ
の
献
上
の
場
合
も
、
巻
子
よ
り
切
出
し
た
と
見
る
よ
り
、
す
で
に
断
爛
と
な

っ
て
い
た
も
の
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と
考
え
た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

一
方
伏
見
宮
の
『
群
書
治
要
』
は
現
在
書
陵
部
の
所
謂
伏
見
宮
本
中
に
な
い
（
そ
も
そ

も
漢
籍
自
体
が
な
い
）。
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
真
相
は
薮
の
中
で
あ
る
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て�

�

―
―
金
沢
文
庫
本
巻
二
一
・
二
四
・
二
七
の
持
つ
価
値
―
―

　

振
返
る
と
、〝
文
和
の
〟
仙
洞
の
『
群
書
治
要
』
で
一
部
な
り
と
も
現
存
す
る
の
は
、

巻
二
二
・
二
六
・
三
一
（
九
条
本
）・
三
〇
（
三
条
西
本
）・
三
三
・
三
五
・
三
六
・
三
七
・

四
二
・
四
三
・
四
五
・
四
七
・
四
八
・
四
九
（
九
条
本
）
の
一
四
巻
分
で
あ
る
。
金
沢
文

庫
本
に
は
「
仙
洞
御
書
」
か
ら
移
点
し
た
巻
と
し
て
、
巻
二
一
・
二
二
・
二
四
・
二
七
が

あ
っ
た
。
尾
崎
康
は
、『
群
書
治
要
』
の
現
存
本
を
網
羅
す
る
作
業
の
中
で
、
当
時
調
査

を
許
可
さ
れ
た
九
条
本
の
巻
二
二
・
二
六
を
金
沢
文
庫
本
と
比
較
し
、
興
味
深
い
コ
メ
ン

ト
を
し
て
い
る

（
（1
（

。

　
　
　
　

�

金
沢
文
庫
本
の
巻
二
二
は
文
永
中
に
仙
洞
御
書
本
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
文
も
訓
点
等
の
書
入
も
こ
の
本
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
金
沢
文
庫
本
の
本

文
に
は
校
合
の
結
果
で
同
字
と
な
っ
た
場
合
も
あ
り
、
む
し
ろ
書
入
が
眉
上
の

左
伝
等
を
引
く
二
、
三
条
が
後
半
に
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
く
合
い
、
両
本

は
同
系
統
と
い
っ
て
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
内
容
上
の
一
致
の
指
摘
は
、
九
条
本
、
す
な
わ
ち
〝
文
和
の
〟
仙
洞
の
御
本
こ
そ

が
「
仙
洞
御
書
」
本
で
は
な
い
か
と
い
う
、
先
に
第
二
章
末
で
示
し
た
状
況
証
拠
的
推
論

を
、
内
容
面
か
ら
証
明
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

　

な
お
『
図
書
寮
典
籍
解
題
―
―
漢
籍
篇
』
で
は
、
巻
三
二
以
下
が
「
蓮
華
王
院
宝
蔵
御

本
（
（1
（

」
と
校
合
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
つ
い
で
に
、「
巻
廿
六

（
マ
マ
）・

廿
九
・
三
十
の
奥
書

に
見
え
る
仙
洞
御
書
本
・
天
書
も
こ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
す

（
（2
（

（
ち
な
み
に
、

巻
二
六
は
巻
二
七
の
誤
り
、
巻
三
〇
で
は
「
天
書
」「
仙
洞
御
書
」
で
は
な
く
「
御
書
」

と
の
み
あ
る
）。「
天
書
」「
御
書
」
は
出
現
パ
タ
ー
ン
か
ら
み
て
、い
ず
れ
も
藤
原
（
日
野
）

俊
国
の
加
点
し
た
巻
二
一
～
三
〇
の
う
ち
を
出
な
い
。
つ
ま
り
巻
二
一
・
二
二
・
二
四
・

二
七
と
同
じ
一
群
に
属
す
る
わ
け
で
あ
る
。「
御
書
」
は
「
仙
洞
御
書
」
の
略
称
だ
ろ
う
し
、

「
天
書
」
も
天
子
の
御
書
と
の
謂
と
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ
当
時
の
治
天
た
る
後
嵯
峨
院
の

御
本
と
看
做
し
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
、「
仙
洞
御
書
」「
天
書
」「
御
書
」
を
同

一
書
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
大
筋
で
従
う
べ
き
で
は
あ
る
が

（
（2
（

、
九
条
本
に
は
蓮
華
王
院

宝
蔵
本
に
見
え
る
と
い
う
奥
書
類
が
な
い
ら
し
い
こ
と

（
（2
（

、
蓮
華
王
院
宝
蔵
本
が
「
仙
洞
御

書
」「
仙
洞
御
本
」「
天
書
」「
御
書
」
の
出
現
す
る
巻
と
全
く
重
複
し
な
い
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
直
ち
に
こ
れ
ら
と
蓮
華
王
院
宝
蔵
本
と
を
同
一
視
す
る
の
は
極
め
て
危
険
な
推
論

だ
ろ
う
。
こ
れ
が
私
の
〝
大
筋
で
〟
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
仙
洞
御
書
本
よ
り
移
点
し
た
四
巻
、
特
に
九
条
本
と
重
複
の
な
い
巻
二
一
・

二
四
・
二
七
の
三
巻
は
単
に
、
善
本
と
し
て
知
ら
れ
る
金
沢
文
庫
本
、
あ
る
い
は
鎌
倉
期

の
古
写
本
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
北
朝
宮
廷
に
伝
世
し
た
『
群
書
治
要
』
の
面
影
を
見
出
し

う
る
こ
と
に
も
価
値
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
無
論
、
今
後
一
層
の
考
究
に
よ
り
、
こ
の
四
巻

以
外
に
も
、
仙
洞
御
書
本
の
姿
が
浮
ん
で
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
蓮
華
王
院
宝

蔵
本
の
馥
郁
た
る
餘
香
の
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。

註（
1
）　

一
合
に
収
ま
る
量
は
俄
か
に
分
か
ら
ぬ
が
、巻
子
本
だ
と
、た
と
え
ば
「
乙
御
文
車
」
に
「
南

山
抄
一
部
十
三
巻
、
北
山
抄
一
部
十
巻
」
の
計
二
三
巻
を
収
め
た
杉
櫃
が
、『
群
書
治
要
』
と
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流転する『群書治要』

同
じ
「
丁
御
文
車
」
に
は
『
白
氏
文
集
』
の
杉
櫃
が
二
合
あ
る
（『
白
氏
文
集
』
が
本
邦
通
行

の
旧
鈔
本
系
（
七
〇
巻
）
で
全
巻
揃
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
合
分
は
半
分
の
三
五
巻
前
後
か
）。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
一
合
に
は
二
〇
～
三
〇
餘
巻
入
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
一
合
餘
だ
と
、

四
〇
～
五
〇
巻
前
後
と
な
り
、『
群
書
治
要
』
五
〇
巻
の
ほ
ぼ
全
体
に
相
当
す
る
。

（
2
）　

南
朝
に
拉
致
さ
れ
た
光
厳
・
光
明
・
崇
光
三
院
の
御
帰
京
の
可
能
性
が
出
て
き
た
頃
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
田
島
公
・
近
藤
成
一
「
古
代
・
中
世
の
史
料
の
ま
と
め
」（『
日
本

史
史
料
を
読
む
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
二
一
年
）））。

（
3
）　

こ
の
御
譲
状
に
よ
れ
ば
、後
宇
多
院
が
大
覚
寺
統
の
御
所
・
寺
院
（
お
よ
び
附
属
す
る
所
領
・

文
書
等
）
は
本
来
後
二
条
院
の
「
為
長
嫡
可
相
承
」
も
の
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
、
尊
治
親
王

（
後
醍
醐
院
）
へ
お
譲
り
に
は
な
る
が
一
期
分
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
冷
泉
万
里
小
路
殿
の

文
庫
の
文
書
類
も
大
覚
寺
統
正
嫡
が
伝
領
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
尊
治
親
王
は
幼
い
邦
良
親
王

に
代
り
こ
れ
ら
を
預
る
と
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
文
庫
（「
冷
泉
殿
在
文
庫
等
、」
と

あ
る
）
は
、
文
永
九
年
後
嵯
峨
院
の
御
処
分
状
案
（『
後
嵯
峨
院
御
文
類
』（
函
架

番
号
伏
‐
七
五
〇
）

に
二
通
あ
り
（
一
通
目
が
鎌
倉
遺
文
一
〇
九
五
三
号
。
二
通
目
ほ
ぼ
同
文
））
で
は
、「
公
家
」

す
な
わ
ち
亀
山
院
に
、
冷
泉
殿
に
附
属
す
る
も
の
と
し
て
譲
与
せ
ら
れ
た
。

（
4
）　

こ
の
伏
見
院
の
「
和
漢
文
書
已
下
」
は
所
在
に
任
せ
て
悉
く
「
新
院
」（
後
伏
見
院
）
に

進
ら
す
と
あ
る
。
所
在
に
任
せ
て
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
「
文
庫
」
の
形
で
は
存
在
せ

ず
（
後
嵯
峨
院
の
御
処
分
状
に
「
新
院
」（
後
深
草
院
）
へ
の
御
譲
与
分
と
し
て
「
文
庫
」
と

は
見
え
ぬ
）、書
物
・
櫃
と
い
っ
た
小
さ
な
単
位
で
文
永
九
年
以
前
に
後
嵯
峨
院
よ
り
後
深
草
院

へ
と
譲
ら
れ
、
ま
さ
し
く
『
仙
洞
御
文
書
目
録
』
の
と
お
り
に
、
文
車
で
管
理
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

（
5
）　

い
ず
れ
も
『
看
聞
日
記
』
紙
背
文
書
。
図
書
寮
叢
刊
『
看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』（
養

徳
社
、
一
九
六
九
年
）
収
録
。

（
6
）　

池
和
田
有
紀
「
崇
光
天
皇
」（『
室
町
・
戦
国
天
皇
列
伝
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
））。

（
7
）　

三
条
西
家
に
あ
っ
た
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
作
製
。
請
求

記
号
三
〇
〇
一
‐
六
。

（
8
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
請
求

記
号
Ｓ
〇
六
七
三
‐
六
。

（
9
）　

太
田
晶
二
郎
「「
群
書
治
要
」
の
残
簡
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
九
‐
一
、
一
九
五
一
年
）・

飯
島
春
敬
「
傳
藤
原
行
成
筆　
　

群
書
治
要
」（『
日
本
名
筆
全
集
』
一
一
、
一
九
五
七
年
）・
是

澤
恭
三
「
群
書
治
要
に
つ
い
て
」（『M

U
SEU

M

』
一
一
〇
、
一
九
六
〇
年
）。

（
10
）　

実
際
『
看
聞
日
記
』
に
「
権
跡
」
と
し
て
見
え
る
も
の
に
「
古
今
秋
歌
」「
日
中
行
事
」「
消

息
一
通
」
が
あ
る
。「
古
今
秋
歌
」
は
、
第
二
紙
以
下
を
行
成
筆
と
も
い
う
、
伏
見
院
御
遺
愛

の
所
謂
『
秋
萩
帖
』
か
も
し
れ
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、「
権
跡
写
本
」
に
つ
き
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

「
正
本
」
同
様
の
装
飾
料
紙
・
金
界
と
は
考
え
難
く
、
や
は
り
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
正
本
」

よ
り
出
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。「
権
跡
写
本
」
に
関
し
参
考
に
な
る
の
は
、『
看
聞
日
記
』

中
、
葆
光
院
、
す
な
わ
ち
治
仁
王
が
長
く
御
借
用
の
「
重（

庭
田
）有

朝
臣
所
持
本
」
を
見
つ
け
て
返
し

た
と
の
記
事
（
応
永
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日
条
）
で
、こ
こ
に
は
「
權
跡
。
伏
見
院
被
寫
之
。」

（
○
続
群
書

類
従
刊
本
）
と
の
注
記
が
あ
る
か
ら
、
伏
見
宮
伝
来
の
「
権
跡
写
本
」
と
は
権
跡
を
模
写
さ
れ

た
宸
筆
・
御
筆
の
類
と
考
え
る
の
が
好
さ
そ
う
だ
。

（
11
）　

天
理
図
書
館
『
漢
籍
と
日
本
人
』（
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

文
化
財
団　

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
群
書
治
要
巻
第
三
十
断
簡
」
解
説
（
寄
贈
前
。

U
RL

：http://w
w
w
.ccf.or.jp/jp/04collection/item

_view
.cfm

?P_no=1120

）。
な
お
、

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
モ
ン
ズ
『
文
字
景
』（
同
所
・
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所 

斯
道

文
庫
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
僚
巻
た
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
（
ち
な
み
に
一
九
六
六
年
の
田
山

方
南
の
箱
書
を
有
す
る
由
を
記
す
）。
ま
た
、
他
に
も
九
条
本
の
ツ
レ
と
み
ら
れ
る
複
数
の
残

簡
―
―
巻
三
五
・
三
七
よ
り
切
ら
れ
た
も
の
―
―
が
あ
る
と
い
う
（
太
田
「「
群
書
治
要
」
の

残
簡
」・
是
澤
「
群
書
治
要
に
つ
い
て
」）。
う
ち
ひ
と
つ
は
萩
野
由
之
・
佐
佐
木
信
綱
旧
蔵
の

藍
地
金
界
、
孟
子
部
分
の
三
行
で
幅
物
。
萩
野
は
「
平
安
朝
末
期
の
人
の
筆
な
る
べ
し
。」
と

解
説
す
る
と
い
う
（
佐
佐
木
『
竹
柏
園
藏
書
志
』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
））。

（
12
）　

ち
な
み
に
、
九
条
本
『
群
書
治
要
』
と
伏
見
宮
本
『
琵
琶
譜
』
の
装
訂
の
相
似
（
色
替
り

料
紙
（
そ
し
て
料
紙
の
排
列
の
規
則
性
）・
金
銀
界
な
ど
）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
（
た
と
え
ば
池
和
田
有
紀
「〈
琵
琶
譜
〉
と
〈
琵
琶
調
子
譜
〉」（『
書
の
美
、文
字
の
巧
』（
宮

内
庁
、
二
〇
一
六
年
）））、
こ
の
伝
来
を
考
え
た
と
き
初
め
て
活
き
て
く
る
指
摘
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
こ
の
他
色
替
り
料
紙
の
古
写
本
に
前
掲
『
秋
萩
帖
』（
と
そ
の
紙
背
た
る
『
淮

南
鴻
烈
兵
略
間
詁
』）
や
道
成
寺
蔵
『
千
手
千
眼
陀
羅
尼
経
』
等
も
あ
る
が
、
前
者
は
と
も
か
く
、



（ 48 ）（ 49 ）

流転する『群書治要』

後
者
は
伝
来
の
点
か
ら
も
同
時
代
の
古
写
経
と
い
う
以
上
は
述
べ
得
ず
、
紹
介
に
止
め
る
。

（
13
）　

飯
島
が
、「
最
近
發
見
さ
れ
た
平
安
時
代
寫
本
の
群
書
治
要
十
三
卷
も
、
料
紙
が
本
紙
と

同
じ
く
美
々
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
書
風
の
點
か
ら
は
別
の
組
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
後

者
の
書
風
は
幾
種
に
も
分
た
れ
る
が
、
和
様
體
も
多
く
入
つ
て
い
る
。
全
部
に
わ
た
る
詳
細
な

調
査
は
し
て
い
な
い
が
、行
成
薨
後
ま
も
な
い
頃
の
書
寫
で
あ
ろ
う
。」と
指
摘
す
る
よ
う
に（
飯

島
「
傳
藤
原
行
成
筆	

群
書
治
要
」）、
寄
合
書
と
い
う
だ
け
で
な
く
書
風
の
異
な
る
も
の

を
含
む
こ
と
も
、
行
成
以
外
の
伝
承
筆
者
を
生
む
背
景
で
は
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
飯
島
の
如
く

僚
巻
た
る
こ
と
に
慎
重
と
も
見
え
る
態
度
を
取
る
余
地
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
筆

者
自
体
が
曖
昧
な
の
も
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
島
谷
弘
幸
は
書
写
年
代
に
つ
い
て
、

尚
経
の
鑑
定
に
触
れ
つ
つ
、「
そ
の
料
紙
や
書
風
か
ら
時
代
は
〔
頼
忠
よ
り
○
筆

者
補
〕
や
や
下
っ
て

十
一
世
紀
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
。」
と
す
る
（
島
谷
「
群
書
治
要
（
色
紙
）」（『
日
本
の
国
宝
』

一
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）））。

（
14
）　

と
こ
ろ
で
、
九
条
家
に
は
別
の
『
群
書
治
要
』
の
伝
世
し
て
い
た
徴
証
が
あ
る
。
正
応
六

年
（
一
二
九
三
）
三
月
十
七
日
の
「
九
条
家
文
庫
文
書
目
録
」（『
九
条
家
文
書
』（
函
架

番
号
Ｆ
九
‐

一
〇
六
）
巻
二
〇
四
（
鎌
倉
遺
文
一
八
一
二
五
号
））
に
は
「
二
合　

群
書
治
要
上
下　

一
合　

群
書
治
要
下
」
と
二
種
の
『
群
書
治
要
』
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
後
者
な
ど
は
本
稿

で
話
題
に
し
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。
但
、
そ
う
だ
と
し
て
も
巻
の
分
布
か
ら
、「
下
」
中

に
含
ま
れ
る
べ
き
巻
三
〇
（
な
ど
）
が
別
に
伏
見
宮
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
と
う
ま
く
整
合
性

が
と
れ
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
こ
で
は
一
案
と
し
て
書
留
む
る
に
止
め
て
お
く
。

（
15
）　

引
用
は
い
ず
れ
も
図
書
寮
文
庫
蔵
壬
生
季
連
抄
出
本
（
函
架

番
号
Ｆ
九
‐
一
三
一
）
に
よ
る
。

（
16
）　

是
澤
論
文
以
来
道
房
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
筆
跡
は
道
房
と
は
断
じ
難
く
（
道
房
筆
と
す

る
由
緒
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
）、
む
し
ろ
幸
家
と
思
し
い
。
寛
永
二
年
は
時
期
的
に
も
幸
家

の
方
が
相
応
し
か
ろ
う
。
な
お
次
註
『
国
宝
』
で
は
兼
孝
の
も
の
と
す
る
。

（
17
）　

文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
９　

書
跡
Ⅰ
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。

東
京
国
立
博
物
館
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
図
版
に
掲
げ
ら
れ
た
部
分
は
、
巻
三
五
の
最
後
の
部

分
の
写
に
識
語
が
附
さ
れ
た
も
の
で
巻
三
五
本
体
の
末
で
は
な
く
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
誤
り
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
18
）　

尾
崎
康
「
群
書
治
要
と
そ
の
現
存
本
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
五
、
一
九
九
〇
年
）。

（
19
）　

蓮
華
王
院
宝
蔵
お
よ
び
そ
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
田
島
公
「
中
世
天
皇
家
の
文
庫
・
宝
蔵

の
変
遷
」（『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究　

第
二
輯
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
））
を
参
照
の

こ
と
。

（
20
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題
―
―
漢
籍
篇
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
六
〇
年
）、

一
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
21
）　

但
、
尾
崎
は
、「
蓮
華
王
院
寶
藏
の
御
本
を
は
じ
め
、
當
時
、
仙
洞
御
書
本
・
天
書
・
御

書
な
ど
數
種
の
群
書
治
要
の
寫
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
と
、
こ
れ
ら
の
同
一
視

へ
の
即
断
を
避
け
て
い
る
（
尾
崎
「
群
書
治
要
解
題
」（『
群
書
治
要
㈦
』（
汲
古
書
院
、
一
九

九
一
年
）））。
小
林
芳
規
に
よ
れ
ば
、
金
沢
文
庫
本
は
巻
一
～
一
〇
の
経
部
、
巻
一
一
～
三
〇

の
史
部
、
巻
三
一
～
五
〇
の
子
部
が
そ
れ
ぞ
れ
、
清
家
、
藤
原
南
家
・
北
家
日
野
流
、
藤
原
式

家
の
系
統
の
訓
点
を
移
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
（
小
林
「
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
點
」（『
群

書
治
要
㈦
』））。
確
か
に
こ
の
区
分
に
基
づ
い
て
仙
洞
御
書
本
・
天
書
・
御
書
・
蓮
華
王
院
宝

蔵
本
の
奥
書
へ
の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
見
る
と
尾
崎
の
態
度
に
も
首
肯
す
べ
き
点
は
あ
る
。
伝
来

や
本
奥
書
の
書
き
手
の
態
度
な
ど
考
究
す
べ
き
点
は
多
く
残
る
が
姑
く
措
く
。

（
22
）　

現
在
画
像
公
開
せ
ら
れ
る
部
分
だ
と
、
巻
二
二
・
三
五
・
三
六
は
尾
欠
、
巻
二
六
は
最
終

紙
の
破
損
が
甚
だ
し
く
尾
題
よ
り
後
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
巻
三
一
・
三
三
は
奥
書
類
が
な
く
、

巻
三
七
は
尾
題
の
と
こ
ろ
で
切
断
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
僚
巻
と
さ
れ
る
巻
三
〇
も
、
そ
も
そ

も
断
簡
で
し
か
な
い
。

［
附
記
］本
誌
七
一
号
拙
稿（「『
西
襦
鈔
』な

る
改
元
部
類
」）三
八
ペ
ー
ジ
下
段
後
ろ
か
ら
五
行
目「
前
掲
⑱0

」は
、「
前

掲
㉔0

」の
誤
り
。
筆
者
の
性
迂
闊
の
故
で
あ
る
。
不
明
を
詫
び
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。


